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中学生・高校生を対象にした
データリテラシー教育研究に取り組んでいます

データリテラシー教育研究の
今後の展望

シミュレーション機能をもつ代表的なア
プリとして、CODAPやTinkerPlotsなどが誕

生し、データリテラシー教育研究の様相
が変わってきました。

https://codap.concord.org/
https://www.tinkerplots.com/
国際的に、初等中等教育を通して、イン

フォーマルな統計的推測の指導に関する
研究が重視されている動向がみられます。
本研究で、シミュレーションに基づく統計
的推測の教授学習過程を設計すること
により、シミュレーションを利用した教育
研究を促進することが期待されます。

また、生徒のインフォーマルな統計的
推測の学習機会を増やし、データサイエ
ンティストを育成するという社会の要請に
も応え得る契機となります。
本研究の一部は、JSPS科研費23K02452、

22K02498の助成を受けています。

みかん200個の重さの母集団から、標本の
大きさ16の標本20セットを無作為抽出して、
標本平均の分布をグラフに表しました。

シミュレーションに基づく統計的
推測の教授学習過程の開発

https://codap.concord.org/
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